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　理学療法士の資格を取得し一般病院に就職したばかりのころ，臨床実習で学べなかった小児
分野をどうしても勉強したくて，就学前の通所施設に研修に行ったことがあります．今も忘れ
ることができない心震える貴重な 2年間でした．現在，私は地域や高齢者を専門としています
が，その基盤はこの 2年間で培われたといっても過言ではありません．
　当時は重度障害の小児の嚥下障害に対しては理学療法士が中心になってかかわっていまし
た．「摂食・嚥下機能を向上させるためには口腔周辺だけでなく，体幹をはじめとする全身の運
動機能へのかかわりが重要である」と語った大先輩の指導は脳裏に深く残り，高齢者施設では
積極的に嚥下障害のある高齢者に理学療法を提供しました．嚥下がクローズアップされてきた
のはごく最近のことですが，理学療法士はかなり昔からメカニズムを学び，その部分にかか
わってきたのではないでしょうか．
　本特集の企画にあたっては，エディトリアルで先陣を切る小塚直樹先生にご協力いただきま
した．中徹先生は，小児理学療法の動向を療育の理念を提唱した高木憲次先生の時代から現在
に至るまでの経緯をあらゆる側面から述べられ，藪中良彦先生は脳性麻痺研究の現状と課題，
そして理学療法士はどのような研究を手掛けていけばよいかについてわかりやすく紹介されて
います．日本語は紛らわしいもので，「発達障害」という言葉は広義では小児の発達の障害を意
味しますが，発達障害児となれば（社会的スキルなどの障害を持つ児童とされ）狭義と捉えられ
ます．本特集には近年注目されている発達障害児の話題を盛り込ませていただき，新田收先生
と前本薫先生から発達障害児の運動障害とプログラム提案，発達障害児の訪問による早期理学
療法について述べていただきました．お二人の論文を拝読し，「この特集だけで終らせたくな
い」と感じています．最後の樋室伸顕先生は家族を視野に入れた理学療法について述べられて
おり，この部分も理学療法士が努力すべき重要な部分であると痛感しています．
　小児という存在は，障害があってもなくても家族や友人や専門家のかかわり方ひとつで人生
を大きく揺さぶられるものです．臨床研究を積み重ね，子供の成長と未来を見据えた理学療法
が確立できるよう研鑽を重ねてほしいと心から願います．
� （金谷さとみ）
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